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(57)【要約】
【課題】無線通信時にタグの通信距離を縮めないように
低電力を維持しつつ、有線通信時にはタグの大容量メモ
リに高速にアクセスすることを目的とする。
【解決手段】タグ１０１は、アンテナ１１１、無線ポー
ト１１２を介して、リーダと無線通信が可能であり、有
線給電ポート１１３及び有線通信ポート１１４をＰＣと
有線で接続することで、ＰＣと有線通信が可能である。
無線通信時には、タグ１０１の無線給電部１２１が、タ
グ１０１内部で有線通信を可能にするために付加した回
路には給電しないようにし、低電力を維持する。一方、
タグ１０１は、有線通信時には、転送レートの高速化を
図るために、一度のメモリアクセスで読み出せるビット
数を増やし、バースト転送を可能にする。動作に必要な
電力は増加するが、タグ１０１の有線給電部１３１が、
有線給電ポート１１３を介して外部から電源供給するこ
とで解決する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から電波を受信するためのアンテナと、外部の電源をケーブル接続するための有線
給電ポートとを有するＩＣ（集積回路）タグにおいて、
　データを記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶されたデータにアクセスする第１アクセス部と、
　前記記憶部に記憶されたデータに前記第１アクセス部より高速でアクセスする第２アク
セス部と、
　前記アンテナで外部から受信された電波のエネルギーを利用して、前記第１アクセス部
と前記第２アクセス部とのうち、前記第１アクセス部のみに電力を供給する無線給電部と
、
　前記有線給電ポートにケーブル接続された外部の電源から、前記第１アクセス部と前記
第２アクセス部とのうち、少なくとも前記第２アクセス部に電力を供給する有線給電部と
を備えることを特徴とするＩＣタグ。
【請求項２】
　前記記憶部は、データを記憶する記憶領域をｎ個（ｎはｎ＞１となる整数）有し、さら
に、ｎ個の記憶領域のうちいずれか１個の記憶領域から出力されたデータの信号を増幅す
る第１の増幅部をｍ個（ｍは０＜ｍ＜ｎとなる整数）備えるとともに、ｎ個の記憶領域の
うちいずれか１個の記憶領域から出力されたデータの信号を増幅する第２の増幅部をｐ個
（ｐはｍ＜ｐ≦ｎとなる整数）備え、
　前記第１アクセス部は、ｍ個の第１の増幅部で増幅された信号を受信することにより、
ｍ個の記憶領域からデータを読み出し、
　前記第２アクセス部は、ｐ個の第２の増幅部で増幅された信号を受信することにより、
ｐ個の記憶領域からデータを読み出すことを特徴とする請求項１に記載のＩＣタグ。
【請求項３】
　前記記憶部は、データを記憶する記憶領域をｎ個（ｎはｎ＞１となる整数）有し、さら
に、ｎ個の記憶領域のうちいずれか１個の記憶領域に入力されるデータの信号を増幅する
第１の増幅部をｍ個（ｍは０＜ｍ＜ｎとなる整数）備えるとともに、ｎ個の記憶領域のう
ちいずれか１個の記憶領域に入力されるデータの信号を増幅する第２の増幅部をｐ個（ｐ
はｍ＜ｐ≦ｎとなる整数）備え、
　前記第１アクセス部は、ｍ個の第１の増幅部にデータの信号を送信することにより、ｍ
個の記憶領域にデータを書き込み、
　前記第２アクセス部は、ｐ個の第２の増幅部にデータの信号を送信することにより、ｐ
個の記憶領域にデータを書き込むことを特徴とする請求項１に記載のＩＣタグ。
【請求項４】
　前記無線給電部は、前記アンテナで外部から受信された電波のエネルギーを利用して、
ｍ個の第１の増幅部とｐ個の第２の増幅部とのうち、ｍ個の第１の増幅部のみに電力を供
給し、
　前記有線給電部は、前記有線給電ポートにケーブル接続された外部の電源から、ｍ個の
第１の増幅部とｐ個の第２の増幅部とのうち、少なくともｐ個の第２の増幅部に電力を供
給することを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のＩＣタグ。
【請求項５】
　物を生産する工程を複数の生産工程に分けた生産ラインシステムにおいて、
　請求項１～４のいずれかに記載のＩＣタグに電源をケーブル接続して電力を供給し、前
記ＩＣタグの第２アクセス部を動作させることで、前記ＩＣタグの記憶部に前記複数の生
産工程で各々利用されるデータを書き込む電子機器を備えるとともに、
　前記ＩＣタグに電波を送信して電力を供給し、前記ＩＣタグの第１アクセス部を動作さ
せることで、前記電子機器から前記ＩＣタグの記憶部に書き込まれたデータのうち、１つ
の生産工程で利用されるデータを読み出すリーダ装置を生産工程ごとに備えることを特徴
とする生産ラインシステム。
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【請求項６】
　物を検査する工程を複数の検査工程に分けた検査ラインシステムにおいて、
　請求項１～４のいずれかに記載のＩＣタグに電波を送信して電力を供給し、前記ＩＣタ
グの第１アクセス部を動作させることで、前記ＩＣタグの記憶部に１つの検査工程で作成
されるデータを書き込むライタ装置を検査工程ごとに備えるとともに、
　前記ＩＣタグに電源をケーブル接続して電力を供給し、前記ＩＣタグの第２アクセス部
を動作させることで、各ライタ装置から前記ＩＣタグの記憶部に書き込まれたデータを読
み出す電子機器を備えることを特徴とする検査ラインシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＣ（集積回路）タグ及び生産ラインシステム及び検査ラインシステムに関
するものである。本発明は、特に、高速有線通信機能付ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ・Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ・ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）タグと応用システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＲＦＩＤは、無線通信を利用した非接触による自動認識方式であり、バーコードに比べ
て、“書き込み可能である”、“汚れに強い”などの特長を持っている。ＲＦＩＤは、Ｉ
Ｄ（識別子）を記憶するＲＦＩＤタグ（以下、「タグ」という）と、タグからＩＤを読み
出したり、タグにＩＤを書き込んだりするＲＦＩＤリーダライタ装置（以下、「リーダ」
という）で構成される。ＲＦＩＤは、以下のように動作する。
（１）リーダは、タグに対してコマンドを送信する。
（２）タグは、コマンドを受信する。
（３）タグは、応答条件が整っている場合、リーダからの搬送波をＡＳＫ（Ａｍｐｌｉｔ
ｕｄｅ・Ｓｈｉｆｔ・Ｋｅｙｉｎｇ）変調して反射することでプリアンブル及びＩＤなど
の応答情報を送信する。
（４）リーダは、プリアンブルを受信すると、タグからの応答があったと判定し、プリア
ンブルに続くＩＤなどの応答情報を読み取る。
【０００３】
　タグは、電池などの電源を持たず、リーダからの電波を受信することで電力を生成し、
その電力を電源として動作する。タグ動作に必要な電力が大きいとリーダ・タグ間の通信
距離が縮まるため、低電力で動作するようにタグは設計される。
【０００４】
　従来、タグがもつメモリに記憶している情報（ＩＤ、管理情報など）を電子機器の制御
に利用したいという要望があり、タグが通常備える無線ポートだけでなく、有線通信ポー
ト、有線給電ポートなどをタグに追加したものがあった（例えば、特許文献１～４参照）
。このタグに有線接続した電子機器は、リーダがなくても、タグのメモリから情報を読み
出したり、タグのメモリに情報を書き込んだりできる。
【特許文献１】特開２００６－５６３３号公報
【特許文献２】特開２００２－２４６９４７号公報
【特許文献３】特開２００５－１４８６３２号公報
【特許文献４】特開２００７－６２５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、ＵＨＦ（Ｕｌｔｒａ・Ｈｉｇｈ・Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）帯ＲＦＩＤでは数十キロ
ビットのメモリをもつタグが登場してきている。タグに多くの情報（作業指示、履歴など
）を持たせたいという要望もあり、今後、大容量メモリのタグが普及していくとともに更
なる大容量化が予想される。しかしながら、タグ・リーダ間の通信は無線通信であり、動
作電力を抑えるために転送レートは低くなる。大容量メモリをもつタグとの通信の場合、
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容量の大きいデータの転送時間は長くなる。
【０００６】
　例えば、転送レートが毎秒４０キロビットの場合、１メガビットのデータを転送するに
は２５秒かかることになる。１台のリーダが２５秒間データを送信し続けてチャンネルを
占有するため、他のリーダはその間データを送受信できなくなる。そこで、上記のような
有線通信ポートのあるタグを使い、容量の大きいデータに対するアクセスを有線通信で行
い、無線のチャンネルの占有を避けることが考えられるが、従来のタグは動作に必要な電
力を低く抑えるように設計されており、メモリも必要以上に高速で動作できない。したが
って、有線通信を行っても無線と同等の低い転送レートでしか動作できない。つまり、前
述の通り、有線通信にしても１メガビットのアクセスをするのに２５秒もかかる。
【０００７】
　このように、従来技術では、タグが大容量メモリをもっていても、そのメモリに高速に
アクセスすることができない、という課題があった。
【０００８】
　本発明は、例えば、無線通信時にタグの通信距離を縮めないように低電力を維持しつつ
、有線通信時にはタグの大容量メモリに高速にアクセスすることを目的とする。また、そ
れにより、タグを用いた作業の効率化を図ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一の態様に係るＩＣタグは、
　外部から電波を受信するためのアンテナと、外部の電源をケーブル接続するための有線
給電ポートとを有し、
　データを記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶されたデータにアクセスする第１アクセス部と、
　前記記憶部に記憶されたデータに前記第１アクセス部より高速でアクセスする第２アク
セス部と、
　前記アンテナで外部から受信された電波のエネルギーを利用して、前記第１アクセス部
と前記第２アクセス部とのうち、前記第１アクセス部のみに電力を供給する無線給電部と
、
　前記有線給電ポートにケーブル接続された外部の電源から、前記第１アクセス部と前記
第２アクセス部とのうち、少なくとも前記第２アクセス部に電力を供給する有線給電部と
を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の一の態様によれば、ＩＣタグにおいて、無線給電部が、アンテナで外部から受
信された電波のエネルギーを利用して、第１アクセス部と第２アクセス部とのうち、第１
アクセス部のみに電力を供給し、有線給電部が、有線給電ポートにケーブル接続された外
部の電源から、第１アクセス部と第２アクセス部とのうち、少なくとも第２アクセス部に
電力を供給することにより、例えば、無線通信時にタグの通信距離を縮めないように低電
力を維持しつつ、有線通信時にはタグの大容量メモリに高速にアクセスすることが可能と
なる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について、図を用いて説明する。なお、各実施の形態の説明
において用いるブロック図の線や矢印の部分は主としてデータや信号の経路や入出力を示
し、データや信号は、バスや信号線やケーブルその他の伝送媒体により伝送される。また
、各実施の形態の説明において「～部」として説明するものは、「～回路」、「～装置」
であってもよい。
【００１２】
　実施の形態１．
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　図１は、本実施の形態に係るタグ１０１（ＩＣタグの一例）の利用例を示すブロック図
である。図２は、タグ１０１の構成を示すブロック図である。図３は、タグ１０１が備え
る記憶部１４３の構成を示すブロック図である。
【００１３】
　以下、タグ１０１の構成について説明する。
【００１４】
　図２において、タグ１０１は、無線通信用にアンテナ１１１、無線ポート１１２を有す
るほか、無線通信時に動作させる無線給電部１２１、無線通信送受信部１２２、無線通信
制御部１２３、無線給電フラグ生成部１２４、無線通信要求保持部１２５、無線通信用デ
ータ保持部１２６、低電力アクセス用制御信号生成部１２７（無線通信用データ保持部１
２６及び低電力アクセス用制御信号生成部１２７は第１アクセス部の一例）を備える（図
２破線部）。また、タグ１０１は、有線通信用に有線給電ポート１１３、有線通信ポート
１１４を有するほか、有線通信時に動作させる有線給電部１３１、有線通信送受信部１３
２、有線通信制御部１３３、有線給電フラグ生成部１３４、有線通信要求保持部１３５、
有線通信用データ保持部１３６、高速アクセス用制御信号生成部１３７（有線通信用デー
タ保持部１３６及び高速アクセス用制御信号生成部１３７は第２アクセス部の一例）を備
える（図２実線部）。また、タグ１０１は、無線通信時及び有線通信時の両方において動
作させる通信要求判定部１４１、制御信号選択部１４２、記憶部１４３、共通部給電部１
４４を備える（図２太線部）。
【００１５】
　図１及び図２に示すタグ１０１は無線通信時においては記憶部１４３に低電力でアクセ
スし、有線通信時においては記憶部１４３に高速でアクセスを行うことを可能にしたもの
である。記憶部１４３は、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ・Ｅｒａｓａｂｌｅ
・Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ・Ｒｅａｄ・Ｏｎｌｙ・Ｍｅｍｏｒｙ）、ＦｅＲＡＭ（Ｆｅ
ｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃ・Ｒａｍｄｏｍ・Ａｃｃｅｓｓ・Ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメ
モリなどの不揮発性メモリであり、データを記憶する。
【００１６】
　前述したように、タグ１０１は、外部から電波を受信するためのアンテナ１１１を有し
ている。タグ１０１は、アンテナ１１１、無線ポート１１２を介して、リーダ１０２（リ
ーダ装置及びライタ装置の一例）と無線通信が可能である。また、前述したように、タグ
１０１は、外部の電源をケーブル接続するための有線給電ポート１１３、外部の装置をケ
ーブル接続するための有線通信ポート１１４を有する。タグ１０１は、有線給電ポート１
１３及び有線通信ポート１１４をＰＣ１０３（パーソナルコンピュータ）（電子機器の一
例）とＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ・Ｓｅｒｉａｌ・Ｂｕｓ）ケーブルなどの有線１０４
で接続することで、ＰＣ１０３と有線通信が可能である。
【００１７】
　タグ１０１は、無線通信時には、低電力を維持したまま動作を可能にするために電源制
御をする。具体的には、タグ１０１の無線給電部１２１が、タグ１０１内部で有線通信を
可能にするために付加した回路には給電しないようにし、低電力を維持する。例えば、無
線給電部１２１は、アンテナ１１１で外部（リーダ１０２）から受信された電波のエネル
ギーを利用して、無線通信用データ保持部１２６及び低電力アクセス用制御信号生成部１
２７に電力を供給するが、有線通信用データ保持部１３６及び高速アクセス用制御信号生
成部１３７には電力を供給しない。なお、後述するように、有線通信用データ保持部１３
６及び高速アクセス用制御信号生成部１３７は、記憶部１４３に記憶されたデータに無線
通信用データ保持部１２６及び低電力アクセス用制御信号生成部１２７より高速でアクセ
スすることができる。
【００１８】
　一方、タグ１０１は、有線通信時には、転送レートの高速化を図るために、一度のメモ
リアクセスで読み出せるビット数を増やし、バースト転送を可能にする。動作に必要な電
力は増加するが、タグ１０１の有線給電部１３１が、有線給電ポート１１３を介して外部
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から電源供給することで解決する。例えば、有線給電部１３１は、有線給電ポート１１３
にケーブル接続された外部の電源（ＰＣ１０３）から、有線通信用データ保持部１３６及
び高速アクセス用制御信号生成部１３７に電力を供給する。本実施の形態では、有線給電
部１３１は、無線通信用データ保持部１２６及び低電力アクセス用制御信号生成部１２７
には電力を供給しないが、外部の電源に余裕がある場合や有線通信と無線通信を同時に行
いたい場合などは、無線通信用データ保持部１２６及び低電力アクセス用制御信号生成部
１２７にも電力を供給するようにしてもよい。
【００１９】
　以下、タグ１０１の動作の詳細について記憶部１４３のリードを例に説明する。無線通
信時、有線通信時のそれぞれのケースについて分けて説明する。
【００２０】
　＜無線通信時＞
　以下では、リーダ１０２を使い、タグ１０１の記憶部１４３からデータを読み出す場合
のタグ１０１の動作について説明する。
【００２１】
　（リーダからの要求）
　リーダ１０２から記憶部１４３のリードを要求するコマンドが無線で送信される。
【００２２】
　（電源の制御）
　有線給電部１３１に有線給電ポート１１３から給電されないため、有線通信関連の回路
（図２実線部）には電源が投入されない。無線給電部１２１は、リーダ１０２が送信した
電波を受信すると電力を生成し、無線通信関連の回路（図２破線部）に電源を供給する。
また、無線給電部１２１は、共通部給電部１４４にも給電し、共通部（図２太線部）であ
る通信要求判定部１４１、制御信号選択部１４２、記憶部１４３に電源を供給する。無線
給電フラグ生成部１２４は、無線給電部１２１からの給電の有無を示す信号である無線給
電フラグを有効にして記憶部１４３に通知する。したがって、記憶部１４３の低電力アク
セス用の回路（図３破線部）に電源が投入される。一方、有線給電フラグ生成部１３４は
、有線給電部１３１からの給電がないため、有線給電部１３１からの給電の有無を示す信
号である有線給電フラグを無効にして記憶部１４３に通知する。したがって、記憶部１４
３の高速アクセス用の回路（図３実線部）には電源が投入されない。
【００２３】
　（アクセスポートの選択）
　無線通信制御部１２３は、アンテナ１１１、無線ポート１１２、無線通信送受信部１２
２を介して、リーダ１０２が送信した電波を受信する。無線通信制御部１２３は、その電
波に重畳されたコマンドを解析し、記憶部１４３にアクセス要求をするために無線通信要
求保持部１２５をセットする。通信要求判定部１４１は、アクセスポート選択信号ポート
２０１を使い、記憶部１４３に“低電力アクセス用データ信号ポートに対する要求”があ
ることを通知する。記憶部１４３は、データの入出力に、低電力アクセス用データ信号ポ
ート２０４を使うようになる。
【００２４】
　（記憶部のリード）
　低電力アクセス用制御信号生成部１２７は、制御信号選択部１４２を介して記憶部１４
３に制御信号を入力し、記憶部１４３にアクセスする。このとき、低電力アクセス用制御
信号生成部１２７は、アドレス信号ポート２０２を使ってアドレス信号を、制御信号ポー
ト２０３を使って制御信号を、記憶部１４３に入力する。記憶部１４３は、低電力アクセ
ス用データ信号ポート２０４を使って、無線通信用データ保持部１２６にアクセスが要求
されたデータを出力する。
【００２５】
　（リーダへの応答）
　無線通信制御部１２３は、無線通信用データ保持部１２６に保持したデータを、無線通
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信送受信部１２２、無線ポート１１２、アンテナ１１１を介して、リーダ１０２に返信す
る。
【００２６】
　＜有線通信時＞
　以下では、ＰＣ１０３を使い、タグ１０１の記憶部１４３からデータを読み出す場合の
タグ１０１の動作について説明する。
【００２７】
　（ＰＣとの接続）
　ＰＣ１０３とタグ１０１をＵＳＢケーブルなどの有線１０４で接続する。
【００２８】
　（電源の制御）
　リーダ１０２が電波を送信していない場合、タグ１０１は電波を受信しない。この場合
、無線給電部１２１が電力を生成しないため、無線通信関連の回路（図２破線部）には電
源が投入されない。有線給電部１３１は、有線給電ポート１１３を介して、有線１０４か
らの給電を受けると、電力を生成し、有線通信関連の回路（図２実線部）に電源を供給す
る。また、有線給電部１３１は、共通部給電部１４４にも給電し、共通部（図２太線部）
に電源を供給する。有線給電フラグ生成部１３４は、有線給電フラグを有効にして記憶部
１４３に通知する。したがって、記憶部１４３の高速アクセス用の回路（図３実線部）に
電源が投入される。一方、無線給電フラグ生成部１２４は、無線給電部１２１からの給電
がないため、無線給電フラグを無効にして記憶部１４３に通知する。したがって、記憶部
１４３の低電力アクセス用の回路（図３破線部）には電源が投入されない。
【００２９】
　（アクセスポートの選択）
　有線通信制御部１３３は、有線通信ポート１１４、有線通信送受信部１３２を介して、
ＰＣ１０３が送信したコマンドを受信する。有線通信制御部１３３は、そのコマンドを解
析し、記憶部１４３にアクセス要求をするために有線通信要求保持部１３５をセットする
。通信要求判定部１４１は、アクセスポート選択信号ポート２０１を使い、記憶部１４３
に“高速アクセス用データ信号ポートに対する要求”があることを通知する。記憶部１４
３は、データの入出力に、高速アクセス用データ信号ポート２０５を使うようになる。
【００３０】
　（記憶部のリード）
　高速アクセス用制御信号生成部１３７は、制御信号選択部１４２を介して記憶部１４３
に制御信号を入力し、記憶部１４３にアクセスする。このとき、高速アクセス用制御信号
生成部１３７は、アドレス信号ポート２０２を使ってアドレス信号を、制御信号ポート２
０３を使って制御信号を、記憶部１４３に入力する。記憶部１４３は、高速アクセス用デ
ータ信号ポート２０５を使って、有線通信用データ保持部１３６にアクセスが要求された
データを出力する。
【００３１】
　（ＰＣへの応答）
　有線通信制御部１３３は、有線通信用データ保持部１３６に保持したデータを、有線通
信送受信部１３２、有線通信ポート１１４を介して、ＰＣ１０３に返信する。
【００３２】
　以上、タグ１０１の動作の詳細について記憶部１４３のリードを例に説明したが、記憶
部１４３のライトでも、データの流れが逆になる以外は同様である。
【００３３】
　以下、記憶部１４３の内部の構成について説明する。
【００３４】
　図３において、記憶部１４３は、アクセスポート選択信号ポート２０１、アドレス信号
ポート２０２、制御信号ポート２０３、低電力アクセス用データ信号ポート２０４、高速
アクセス用データ信号ポート２０５、給電フラグポート２０６，２０７を有するほか、行
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デコード部２１１、メモリセル２１２Ａａ，・・・，２１２Ａｘ，・・・，２１２ＡＦａ
，・・・，２１２ＡＦｘ（記憶領域の一例）、列デコード有効フラグ生成部２２１、列デ
コード部２２２、列デコード部２２３、列デコード有効フラグ生成部２２４、列選択部２
３１Ａ，・・・，２３１ＡＦ、列選択部２４１Ａ，・・・，２４１ＡＦ、増幅部２５１（
第１の増幅部の一例）、増幅部２５２Ａ，・・・，２５２ＡＦ（第２の増幅部の一例）、
データ一時保存部２５３、データ選択部２５４、給電制御部２６１，２６２を備える。
【００３５】
　図３では一部を省略しているが、記憶部１４３は、データを記憶するメモリセルを２４
行（行ａ，ｂ，・・・，ｘ）×３２列（列Ａ，Ｂ，・・・，Ｚ，ＡＡ，ＡＢ，・・・，Ａ
Ｆ）の合計７６８個（メモリセル２１２Ａａ，２１２Ａｂ，・・・，２１２Ａｘ，２１２
Ｂａ，・・・，２１２Ｚｘ，２１２ＡＡａ，・・・，２１２ＡＢａ，・・・，２１２ＡＦ
ｘ）有している。また、記憶部１４３は、７６８個のメモリセルの中から選択された１個
のメモリセルから出力されたデータの信号及び当該１個のメモリセルに入力されるデータ
の信号を増幅する増幅部２５１を備えている。また、記憶部１４３は、１個のメモリセル
から出力されたデータの信号及び当該１個のメモリセルに入力されるデータの信号を増幅
する増幅部をメモリセルの列ごとに１個ずつ、即ち、３２個（増幅部２５２Ａ，２５２Ｂ
，・・・，２５２Ｚ，２５２ＡＡ，２５２ＡＢ，・・・，２５２ＡＦ）備えている。無線
通信用データ保持部１２６は、増幅部２５１で増幅された信号を受信することにより、メ
モリセル２１２Ａａ，・・・，２１２Ａｘ，・・・，２１２ＡＦａ，・・・，２１２ＡＦ
ｘのいずれかからデータを読み出す。また、無線通信用データ保持部１２６は、増幅部２
５１にデータの信号を送信することにより、メモリセル２１２Ａａ，・・・，２１２Ａｘ
，・・・，２１２ＡＦａ，・・・，２１２ＡＦｘのいずれかにデータを書き込む。一方、
有線通信用データ保持部１３６は、増幅部２５２Ａ，・・・，２５２ＡＦで増幅された信
号を受信することにより、メモリセル２１２Ａａ，・・・，２１２Ａｘ，・・・，２１２
ＡＦａ，・・・，２１２ＡＦｘからデータを読み出す。また、有線通信用データ保持部１
３６は、増幅部２５２Ａ，・・・，２５２ＡＦにデータの信号を送信することにより、メ
モリセル２１２Ａａ，・・・，２１２Ａｘ，・・・，２１２ＡＦａ，・・・，２１２ＡＦ
ｘにデータを書き込む。
【００３６】
　本実施の形態では、無線給電部１２１は、アンテナ１１１でリーダ１０２から受信され
た電波のエネルギーを利用して、増幅部２５１と増幅部２５２Ａ，・・・，２５２ＡＦと
のうち、増幅部２５１のみに電力を供給するものとする。一方、有線給電部１３１は、有
線給電ポート１１３にケーブル接続されたＰＣ１０３から、増幅部２５１と増幅部２５２
Ａ，・・・，２５２ＡＦとのうち、増幅部２５２Ａ，・・・，２５２ＡＦのみに電力を供
給するものとする。
【００３７】
　なお、メモリセルの個数は、２個以上であれば、７６８個でなくてもよい。即ち、記憶
部１４３は、メモリセルをｎ個（ｎはｎ＞１となる整数）有することができる。また、記
憶部１４３は、増幅部２５１を２個以上備えていてもよい。即ち、記憶部１４３は、増幅
部２５１をｍ個（ｍは０＜ｍ＜ｎとなる整数）備えることができる。このとき、それぞれ
の増幅部２５１は、ｎ個のメモリセルのうち、互いに異なるメモリセルから出力されたデ
ータの信号及び当該メモリセルに入力されるデータの信号を増幅することが望ましい。こ
れにより、無線通信用データ保持部１２６は、ｎ個のメモリセルのうち、ｍ個のメモリセ
ルからデータを読み出すことができる。また、無線通信用データ保持部１２６は、ｎ個の
メモリセルのうち、ｍ個のメモリセルにデータを書き込むことができる。ただし、無線通
信時の低電力化のためには、ｍを小さく抑えることが重要である。記憶部１４３が、増幅
部２５１を２個以上備えている場合には、全ての増幅部２５１でｎ個のメモリセルの入出
力に対応できればよいため、全ての増幅部２５１が全てのメモリセルと信号の入出力が可
能でなくてもよい。例えば、記憶部１４３が、増幅部２５１を２個備えている場合には、
１個の増幅部２５１がｎ／２個のメモリセルの中から選択された１個のメモリセルから出
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力されたデータの信号及び当該１個のメモリセルに入力されるデータの信号を増幅するも
のとし、もう１個の増幅部２５１が残りのｎ／２個のメモリセルの中から選択された１個
のメモリセルから出力されたデータの信号及び当該１個のメモリセルに入力されるデータ
の信号を増幅するものとしてもよい。また、増幅部２５２の個数は、ｍ個より多ければ、
３２個でなくてもよい。即ち、記憶部１４３は、増幅部２５２をｐ個（ｐはｍ＜ｐ≦ｎと
なる整数）備えることができる。
【００３８】
　以下、前述したタグ１０１の動作における記憶部１４３の内部の動作について記憶部１
４３のリードを例に説明する。上記と同様に、無線通信時、有線通信時のそれぞれのケー
スについて分けて説明する。
【００３９】
　＜無線通信時＞
　以下では、タグ１０１の無線通信時における記憶部１４３の内部の動作について説明す
る。
【００４０】
　（電源の制御）
　記憶部１４３は、無線給電フラグ生成部１２４及び有線給電フラグ生成部１３４から給
電フラグポート２０６，２０７を通じて給電フラグを受け取る。給電制御部２６１は、無
線給電フラグにより無線による給電の有無を判定する。一方、給電制御部２６２は、有線
給電フラグにより有線１０４による給電の有無を判定する。ここでは、無線通信をしてい
るため、無線給電フラグが有効である。したがって、給電制御部２６１は、共通部分（図
３太線部）、低電力アクセス関連の回路（図３破線部）に給電する。一方、有線給電フラ
グは無効であるため、給電制御部２６２から高速アクセス関連の回路（図３実線部）には
給電されない。
【００４１】
　（アクセスポートの選択）
　記憶部１４３は、通信要求判定部１４１からアクセスポート選択信号ポート２０１を介
して低電力アクセス用データ信号ポート２０４が選択されたことの通知を受ける。
【００４２】
　（列デコード部の選択）
　低電力アクセス用データ信号ポート２０４が選択されたことが通知されると、列デコー
ド有効フラグ生成部２２１は、列デコード部２２２が有効であることを示すフラグを生成
し、列デコード部２２２に通知する。
【００４３】
　（メモリセルの選択）
　記憶部１４３は、制御信号選択部１４２からアドレス信号と制御信号をアドレス信号ポ
ート２０２及び制御信号ポート２０３で受信する。記憶部１４３は、制御信号によりリー
ド要求を受けると、入力されたアドレス信号の上位を行デコード部２１１、下位を列デコ
ード部２２２に入力する。行デコード部２１１は、行選択信号を生成し、メモリセル２１
２Ａａ，・・・，２１２Ａｘ，・・・，２１２ＡＦａ，・・・，２１２ＡＦｘのうち、該
当する行のメモリセルを選択する。列デコード部２２２は、列選択信号を生成し、列選択
部２３１Ａ，・・・，２３１ＡＦのうち、該当する列選択部へ出力する。これにより１つ
のメモリセルが選択される。例えば、列デコード結果が列ＡＦになると、１組の列選択部
２３１ＡＦのそれぞれに列選択信号が出力される。このとき、行デコード結果を行ｘとす
ると、メモリセル２１２ＡＦｘが選択されることになる。
【００４４】
　（データの増幅及びデータ信号出力）
　選択されたメモリセル（上記例では、メモリセル２１２ＡＦｘ）から、そのメモリセル
と接続する２つの列選択部（上記例では、１組の列選択部２３１ＡＦ）を介して、増幅部
２５１に２つの信号が入力される。増幅部２５１は、２つの信号を増幅し、制御信号に応
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じて低電力アクセス用データ信号ポート２０４に出力する。
【００４５】
　＜有線通信時＞
　以下では、タグ１０１の有線通信時における記憶部１４３の内部の動作について説明す
る。
【００４６】
　（電源の制御）
　記憶部１４３は、無線給電フラグ生成部１２４及び有線給電フラグ生成部１３４から給
電フラグポート２０６，２０７を通じて給電フラグを受け取る。給電制御部２６１は、無
線給電フラグにより無線による給電の有無を判定する。一方、給電制御部２６２は、有線
給電フラグにより有線１０４による給電の有無を判定する。ここでは、有線通信をしてい
るため、有線給電フラグが有効である。したがって、給電制御部２６２は、共通部分（図
３太線部）、高速アクセス関連の回路（図３実線部）に給電する。一方、無線給電フラグ
は無効であるため、給電制御部２６１から低電力アクセス関連の回路（図３破線部）には
給電されない。
【００４７】
　（アクセスポートの選択）
　記憶部１４３は、通信要求判定部１４１からアクセスポート選択信号ポート２０１を介
して高速アクセス用データ信号ポート２０５が選択されたことの通知を受ける。
【００４８】
　（列デコード部の選択）
　高速アクセス用データ信号ポート２０５が選択されたことが通知されると、列デコード
有効フラグ生成部２２４は、列デコード部２２３が有効であることを示すフラグを生成し
、列デコード部２２３に通知する。
【００４９】
　（メモリセルの選択）
　記憶部１４３は、制御信号選択部１４２からアドレス信号と制御信号をアドレス信号ポ
ート２０２及び制御信号ポート２０３で受信する。記憶部１４３は、制御信号によりリー
ド要求を受けると、出力されたアドレス信号の上位を行デコード部２１１、下位を列デコ
ード部２２３に出力する。行デコード部２１１は、行選択信号を生成し、メモリセル２１
２Ａａ，・・・，２１２Ａｘ，・・・，２１２ＡＦａ，・・・，２１２ＡＦｘのうち、該
当する行のメモリセルを選択する。列デコード部２２３は、列選択信号を生成し、列選択
部２４１Ａ，・・・，２４１ＡＦのうち、該当する列選択部へ出力する。低電力アクセス
時、即ち、無線通信時とは異なり、列デコード部２２３は、列選択信号を連続する複数の
列選択部へ出力する。例えば、列デコード結果が列Ａになると、１組の列選択部２４１Ａ
に列選択信号が出力される。図３では一部を省略しているが、これに連続する３１組の列
選択部にも列選択信号が出力される。このとき、行デコード結果を行ａとすると、メモリ
セル２１２Ａａを先頭にして同じ行に並ぶ合計３２個のメモリセル２１２Ａａ，・・・，
２１２ＡＦａが選択されることになる。
【００５０】
　（データの増幅及びデータ信号出力）
　選択されたメモリセル（上記例では、メモリセル２１２Ａａ，・・・，２１２ＡＦａ）
から、それらのメモリセルと接続する各２つの列選択部（上記例では、３２組の列選択部
２４１Ａ，・・・，２４１ＡＦ）を介して、対応する増幅部２５２Ａ，・・・，２５２Ａ
Ｆのそれぞれに２つの信号が入力される。増幅部２５２Ａ，・・・，２５２ＡＦは、それ
ぞれ２つの信号を増幅し、増幅したデータ信号をデータ一時保存部２５３に出力する。デ
ータ選択部２５４は、制御信号に応じて、データ一時保存部２５３が出力するデータを選
択して高速アクセス用データ信号ポート２０５に出力する。
【００５１】
　上記の例では、有線通信時における記憶部１４３へのアクセスが、無線通信時と比べて
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、３２倍高速化されたことになる。
【００５２】
　以上、記憶部１４３の内部の動作について記憶部１４３のリードを例に説明したが、記
憶部１４３のライトでも、データの流れが逆になる以外は同様である。
【００５３】
　以上のように、本実施の形態によれば、給電制御と記憶部１４３における並列動作によ
り無線通信時の通信距離を維持しつつ、大容量メモリへの高速アクセスが可能になる。
【００５４】
　実施の形態２．
　図４は、本実施の形態に係る生産ラインシステム３００の構成を示すブロック図である
。
【００５５】
　本実施の形態では、実施の形態１で示したタグ１０１を使った工場における生産ライン
システム３００について示す。
【００５６】
　生産ラインシステム３００は、実施の形態１で示したタグ１０１のほか、生産工程３０
１Ａで使用するＰＣ３０２、生産工程３０１Ｂ，３０１Ｃ，・・・，３０１Ｚで使用する
リーダ３１１Ｂ，３１１Ｃ，・・・，３１１Ｚ、生産指示データを管理するＤＢ３０４（
データベース）、ＤＢ３０４を有するサーバ３０３を備える。サーバ３０３とＰＣ３０２
はネットワークに接続されている。タグ１０１とＰＣ３０２はケーブル３０５で接続する
ことができる。
【００５７】
　タグ１０１とリーダ３１１Ｂ，３１１Ｃ，・・・，３１１Ｚ間の無線通信の転送レート
は低い。無線により容量の大きなデータ転送を行うと、チャンネルを１台のリーダが占有
してしまう。例えば、転送するデータの容量が１メガビット、転送レートが毎秒４０キロ
ビットの場合、２５秒間は同じチャンネルを共用する他のリーダが送受信できなくなる。
ここで示す生産ラインシステム３００は、このような問題を解決するシステムである。
【００５８】
　生産ラインシステム３００では、部材３０６（物の一例）を生産する工程が複数の生産
工程３０１Ｂ，３０１Ｃ，・・・，３０１Ｚに分けられている。部材３０６は、工業的生
産物に限らず、動植物などでも構わない。また、部材３０６を「生産する」というとき、
これは、部材３０６を製造することに限らず、部材３０６の組み立て、構築、成形なども
含むものとする。生産ラインシステム３００において、ＰＣ３０２は、タグ１０１にケー
ブル３０５で接続されると、自身が電源となってタグ１０１に電力を供給し、有線通信用
データ保持部１３６及び高速アクセス用制御信号生成部１３７など、タグ１０１の高速ア
クセス用の回路（図２及び図３実線部）を動作させる。これにより、ＰＣ３０２は、タグ
１０１の記憶部１４３に生産工程３０１Ｂ，３０１Ｃ，・・・，３０１Ｚで各々利用され
るデータを書き込む。リーダ３１１Ｂ，３１１Ｃ，・・・，３１１Ｚの各々は、タグ１０
１に電波を送信して電力を供給し、無線通信用データ保持部１２６及び低電力アクセス用
制御信号生成部１２７など、タグ１０１の低電力アクセス用の回路（図２及び図３破線部
）を動作させる。これにより、リーダ３１１Ｂ，３１１Ｃ，・・・，３１１Ｚの各々は、
ＰＣ３０２からタグ１０１の記憶部１４３に書き込まれたデータのうち、自身が使用され
る生産工程で利用されるデータを読み出す。
【００５９】
　例えば、生産ラインシステム３００は、同一モデルにおいてオプションの有無など、仕
様が一様でないものを生産するラインにおける生産指示データを行うシステムである。生
産ラインシステム３００では、生産する部材３０６と一緒に生産指示データの書き込まれ
たタグ１０１がラインに流される。タグ１０１への書き込みはタグ１０１が部材３０６に
取り付けられる前に、ＰＣ３０２を使った有線通信で行われる。複数ある生産工程３０１
Ｂ，３０１Ｃ，・・・，３０１Ｚのそれぞれにおいて、生産指示データ全てではなく、そ
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の生産工程で必要な生産指示データだけがリーダにより読み出される。各生産工程では、
読み出された生産指示データに従って生産が実施される。
【００６０】
　以下、生産ラインシステム３００の動作の詳細について説明する。
【００６１】
　（生産指示データのダウンロード）
　生産ラインにて製造される部材３０６が流される生産工程３０１Ａ，・・・，３０１Ｚ
のうち、生産工程３０１Ｂから生産工程３０１Ｚにおいて使用される全ての生産指示デー
タが、サーバ３０３上のＤＢ３０４に格納されている。生産工程３０１Ａに設置されてい
るＰＣ３０２はネットワークを介してＤＢ３０４にアクセス可能である。そのため、生産
工程３０１Ａにおいて、ＰＣ３０２は、生産を開始する部材３０６に対する生産指示デー
タをＤＢ３０４からダウンロードする。
【００６２】
　（生産指示データの書き込み）
　ＰＣ３０２とタグ１０１がＵＳＢケーブルなどのケーブル３０５で接続される。ＰＣ３
０２は、タグ１０１へケーブル３０５を介して給電する。ＰＣ３０２は、ダウンロードし
ておいた生産工程３０１Ｂから生産工程３０１Ｚにおいて使用する全ての生産指示データ
を、タグ１０１の有線通信ポート１１４からタグ１０１の記憶部１４３に書き込む。タグ
１０１の記憶部１４３のメモリマップを図５に示す。メモリマップは大きくシステム領域
とユーザ領域に分かれる。システム領域は、ＲＦＩＤシステムの規格で定義された領域で
あり、タグＩＤやパスワードなどを格納する。ユーザ領域は、ユーザがアプリケーション
に応じて自由に使える領域である。ＰＣ３０２は、アドレスＸに生産工程３０１Ｂ用生産
指示データ、アドレスＹに生産工程３０１Ｃ用生産指示データ、・・・といったように、
各生産工程に使用する生産指示データを予め決められたアドレスに書き込むものとする。
生産工程３０１Ａにおいて生産指示データが書き込まれたタグ１０１は、生産する部材３
０６とあわせて、次の生産工程である生産工程３０１Ｂに送られる。
【００６３】
　（生産工程３０１Ｂにおける動作）
　生産工程３０１Ｂにおいて、リーダ３１１Ｂは、タグ１０１に書き込まれた生産指示デ
ータを無線通信で読み出す。リーダ３１１Ｂは、予めタグ１０１の記憶部１４３のアドレ
スＸを読み出すように設定されている。このように、リーダ３１１Ｂは、タグ１０１に書
き込まれた全てのデータを読み出すわけではなく、生産工程３０１Ｂに割り当てられたメ
モリ領域に格納されたデータのみを読み出す。リーダ３１１Ｂは、アドレスＸから読み出
すことにより、生産工程３０１Ｂ用の生産指示データを得ることができる。生産工程３０
１Ｂでは、この生産指示データに従って作業が実施される。その後、タグ１０１は、部材
３０６とあわせて、次の生産工程である生産工程３０１Ｃに送られる。
【００６４】
　（生産工程３０１Ｃ以降における動作）
　生産工程３０１Ｃにおいても、生産工程３０１Ｂと同様に、リーダ３１１Ｃが、タグ１
０１に書き込まれた生産指示データを無線通信で読み出す。リーダ３１１Ｃは、予めタグ
１０１の記憶部１４３のアドレスＹを読み出すように設定されている。リーダ３１１Ｃは
、アドレスＹから読み出すことにより、生産工程３０１Ｃ用の生産指示データを得ること
ができる。生産工程３０１Ｃでは、この生産指示データに従って作業が実施される。その
後、タグ１０１は、部材３０６とあわせて、次の生産工程に送られる。そして、次の生産
工程以降も同様に、各生産工程のリーダが予め設定された領域から読み出すことでその生
産工程で必要な生産指示データのみを得る。生産工程３０１Ｚの作業が終了すると生産は
完了となる。
【００６５】
　以上のように、本実施の形態によれば、生産工程３０１Ａにおいて全ての生産指示デー
タをタグ１０１に書き込むが、この書き込み処理は無線通信ではなく有線通信で行ってい
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るため、高速なデータ通信が可能であり、生産工程３０１Ａの作業効率が向上する。また
、生産工程３０１Ｂ以降では、無線による容量の大きいデータ通信を行わないため、１台
のリーダによるチャンネルの占有を防ぐことができる。
【００６６】
　実施の形態３．
　図６は、本実施の形態に係る検査ラインシステム４００の構成を示すブロック図である
。
【００６７】
　本実施の形態では、実施の形態１で示したタグ１０１を使った工場における検査ライン
システム４００について示す。
【００６８】
　検査ラインシステム４００は、実施の形態１で示したタグ１０１のほか、検査工程４０
１Ａで使用するＰＣ４０２、検査工程４０１Ｂ，４０１Ｃ，・・・，４０１Ｚで使用する
リーダ４１１Ｂ，４１１Ｃ，・・・，４１１Ｚ、検査結果データを管理するＤＢ４０４、
ＤＢ４０４を有するサーバ４０３を備える。サーバ４０３とＰＣ４０２はネットワークに
接続されている。タグ１０１とＰＣ４０２はケーブル４０５で接続することができる。
【００６９】
　ここで示す検査ラインシステム４００は、実施の形態２で示した生産ラインシステム３
００と同様に、無線により容量の大きなデータ転送を行ったときに生じる問題を解決する
システムである。
【００７０】
　検査ラインシステム４００では、検査対象４０６（物の一例）を検査する工程が複数の
検査工程４０１Ｂ，４０１Ｃ，・・・，４０１Ｚに分けられている。検査対象４０６は、
実施の形態２で示した部材３０６と同様のもので構わない。検査ラインシステム４００に
おいて、リーダ４１１Ｂ，４１１Ｃ，・・・，４１１Ｚの各々は、タグ１０１に電波を送
信して電力を供給し、無線通信用データ保持部１２６及び低電力アクセス用制御信号生成
部１２７など、タグ１０１の低電力アクセス用の回路（図２及び図３破線部）を動作させ
る。これにより、リーダ４１１Ｂ，４１１Ｃ，・・・，４１１Ｚの各々は、タグ１０１の
記憶部１４３に、自身が使用される検査工程で作成されるデータを書き込む。ＰＣ４０２
は、タグ１０１にケーブル４０５で接続されると、自身が電源となってタグ１０１に電力
を供給し、有線通信用データ保持部１３６及び高速アクセス用制御信号生成部１３７など
、タグ１０１の高速アクセス用の回路（図２及び図３実線部）を動作させる。これにより
、ＰＣ４０２は、リーダ４１１Ｂ，４１１Ｃ，・・・，４１１Ｚの各々からタグ１０１の
記憶部１４３に書き込まれたデータを読み出す。
【００７１】
　例えば、検査ラインシステム４００は、複数の検査工程４０１Ｂ，４０１Ｃ，・・・，
４０１Ｚに分けて生産品の検査をする検査ラインにおける検査結果データを全てデータベ
ースに登録するシステムである。検査ラインシステム４００では、検査対象４０６と一緒
にタグ１０１がラインに流される。各検査工程では、検査が行われ、その検査の結果デー
タが、リーダを使ってタグ１０１に書き込まれる。検査が全て終わった後、ＰＣ４０２と
タグ１０１が有線で接続され、有線通信により全ての検査結果データが読み出される。
【００７２】
　以下、検査ラインシステム４００の動作の詳細について説明する。
【００７３】
　（検査工程４０１Ｂにおける動作）
　タグ１０１は、検査対象４０６とあわせて検査ラインに流される。検査工程４０１Ｂに
おいて検査が実施される。検査工程４０１Ｂにおいて、リーダ４１１Ｂは、検査結果デー
タ（例えば、試験項目コード、結果、担当、日時などの情報を含む）をタグ１０１の記憶
部１４３に無線通信で書き込む。タグ１０１の記憶部１４３のメモリマップを図７に示す
。メモリマップは大きくシステム領域とユーザ領域に分かれる。システム領域は、ＲＦＩ
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Ｄシステムの規格で定義された領域であり、タグＩＤやパスワードなどを格納する。ユー
ザ領域は、ユーザがアプリケーションに応じて自由に使える領域である。リーダ４１１Ｂ
は、予めタグ１０１の記憶部１４３のアドレスＸＸから書き込むように設定されている。
リーダ４１１Ｂは、アドレスＸＸに検査工程４０１Ｂ用検査結果データ、後述するように
、リーダ４１１Ｃは、アドレスＹＹに検査工程４０１Ｃ用検査結果データ、・・・といっ
たように、各リーダが各検査工程で検査結果データを予め決められたアドレスに書き込む
ものとする。検査工程４０１Ｂにおいて検査結果データが書き込まれたタグ１０１は、検
査対象４０６とあわせて、次の検査工程である検査工程４０１Ｂに送られる。
【００７４】
　（検査工程４０１Ｃ以降における動作）
　検査工程４０１Ｃにおいても、検査工程４０１Ｂと同様に、検査が実施され、リーダ４
１１Ｃが、検査結果データ（例えば、試験項目コード、結果、担当、日時などの情報を含
む）をタグ１０１の記憶部１４３に無線通信で書き込む。リーダ４１１Ｃは、予めタグ１
０１の記憶部１４３のアドレスＹＹから書き込むように設定されている。このように、リ
ーダ４１１Ｃは、タグ１０１のメモリ領域のうち、検査工程４０１Ｃに割り当てられたメ
モリ領域にのみ書き込むことができる。検査工程４０１Ｃにおいて検査結果データが書き
込まれたタグ１０１は、検査対象４０６とあわせて、次の検査工程に送られる。そして、
次の検査工程以降も同様に、各検査工程のリーダが予め設定された領域に書き込むことで
その検査工程の検査結果データのみをタグ１０１に追加する。検査工程４０１Ｚの作業が
終了すると検査は完了となる。タグ１０１の記憶部１４３において、予め検査結果データ
を書き込むエリアを定義しているため、ある検査工程の検査結果データが別の検査工程の
検査結果データを上書きしてしまうことはない。
【００７５】
　（検査結果データの読み出し）
　検査工程４０１Ａにおいて、ＰＣ４０２とタグ１０１がＵＳＢケーブルなどのケーブル
４０５で接続される。ＰＣ４０２は、タグ１０１へケーブル４０５を介して給電する。Ｐ
Ｃ４０２は、検査工程４０１Ｂから検査工程４０１Ｚにおいてタグ１０１の記憶部１４３
に書き込まれた全ての検査結果データを、タグ１０１の有線通信ポート１１４から読み出
す。
【００７６】
　（データベースへの登録）
　検査工程４０１Ａに設置されているＰＣ４０２は、ネットワークを介してＤＢ４０４に
アクセス可能である。そのため、検査工程４０１Ａににおいて、ＰＣ４０２は、タグ１０
１から読み出した検査結果データをサーバ４０３上のＤＢ４０４に格納する。つまり、Ｐ
Ｃ４０２は、ネットワークを介してサーバ４０３上のＤＢ４０４に、タグ１０１から読み
出した検査結果データをアップロードする。
【００７７】
　以上のように、本実施の形態によれば、検査工程４０１Ａにおいて全ての検査結果デー
タをタグ１０１から読み出すが、この読み出し処理は無線通信ではなく有線通信で行って
いるため、高速なデータ通信が可能であり、検査工程４０１Ａの作業効率が向上する。ま
た、検査工程４０１Ｂ以降では、無線による容量の大きいデータ通信を行わないため、１
台のリーダによるチャンネルの占有を防ぐことができる。
【００７８】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、これらのうち、２つ以上の実施の形態
を組み合わせて実施しても構わない。あるいは、これらのうち、１つの実施の形態を部分
的に実施しても構わない。あるいは、これらのうち、２つ以上の実施の形態を部分的に組
み合わせて実施しても構わない。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】実施の形態１に係るＩＣタグの利用例を示すブロック図である。
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【図２】実施の形態１に係るＩＣタグの構成を示すブロック図である。
【図３】実施の形態１に係るＩＣタグが備える記憶部の構成を示すブロック図である。
【図４】実施の形態２に係る生産ラインシステムの構成を示すブロック図である。
【図５】実施の形態２に係るＩＣタグが備える記憶部のメモリマップを示す図である。
【図６】実施の形態３に係る検査ラインシステムの構成を示すブロック図である。
【図７】実施の形態３に係るＩＣタグが備える記憶部のメモリマップを示す図である。
【符号の説明】
【００８０】
　１０１　タグ、１０２　リーダ、１０３　ＰＣ、１０４　有線、１１１　アンテナ、１
１２　無線ポート、１１３　有線給電ポート、１１４　有線通信ポート、１２１　無線給
電部、１２２　無線通信送受信部、１２３　無線通信制御部、１２４　無線給電フラグ生
成部、１２５　無線通信要求保持部、１２６　無線通信用データ保持部、１２７　低電力
アクセス用制御信号生成部、１３１　有線給電部、１３２　有線通信送受信部、１３３　
有線通信制御部、１３４　有線給電フラグ生成部、１３５　有線通信要求保持部、１３６
　有線通信用データ保持部、１３７　高速アクセス用制御信号生成部、１４１　通信要求
判定部、１４２　制御信号選択部、１４３　記憶部、１４４　共通部給電部、２０１　ア
クセスポート選択信号ポート、２０２　アドレス信号ポート、２０３　制御信号ポート、
２０４　低電力アクセス用データ信号ポート、２０５　高速アクセス用データ信号ポート
、２０６，２０７　給電フラグポート、２１１　行デコード部、２１２Ａａ，２１２Ａｘ
，２１２ＡＦａ，２１２ＡＦｘ　メモリセル、２２１　列デコード有効フラグ生成部、２
２２　列デコード部、２２３　列デコード部、２２４　列デコード有効フラグ生成部、２
３１Ａ，２３１ＡＦ　列選択部、２４１Ａ，２４１ＡＦ　列選択部、２５１　増幅部、２
５２Ａ，２５２ＡＦ　増幅部、２５３　データ一時保存部、２５４　データ選択部、２６
１，２６２　給電制御部、３００　生産ラインシステム、３０１Ａ，３０１Ｂ，３０１Ｃ
，３０１Ｚ　生産工程、３０２　ＰＣ、３０３　サーバ、３０４　ＤＢ、３０５　ケーブ
ル、３０６　部材、３１１Ｂ，３１１Ｃ，・・・，３１１Ｚ　リーダ、４００　検査ライ
ンシステム、４０１Ａ，４０１Ｂ，４０１Ｃ，４０１Ｚ　検査工程、４０２　ＰＣ、４０
３　サーバ、４０４　ＤＢ、４０５　ケーブル、４０６　検査対象、４１１Ｂ，４１１Ｃ
，４１１Ｚ　リーダ。
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